
つやま・エコ・システム 終了に伴う景品交換期限のお知らせ

岡山県　統一ノーレジ袋デー

　平成15年、ごみ減量・リデュースを目指して、つやま・エコ・システムが始まりました。
　それから10年が経ち、各店舗、各事業者の独自の積極的な取り組みも多くみられるようになり
ました。そのため、つやま・エコ・システムは、ごみ減量・リデュースのきっかけとしての役割
りを果たしたと考え、４月30日をもって終了しました。
　景品交換は６月30日まで、以下の店舗で行います。
　また、エコシール10枚未満のものも含めて、ユニセフに寄付することも可能です。
　ぜひ、ご協力ください。

景品交換が可能な店
マルイ市内各店 ＦＡＮＴＩＣ　モリヤス
ハピーマート・ハピッシュ市内各店 倉持商店
ハピーズ　アルネ津山店 久米の里
山陽マルナカ院庄店 サークルＫ　久米支所前店
ファミリーショップ　マエバシ

景品　エコカード１枚（エコシール10枚分）で、ごみ袋１枚
　　　 エコカード２枚（エコシール20枚分）で、トイレットペーパー１ロール

　県では、ごみを少しでも減らすため、店舗や市町村などと協力し、毎月
10日を「ノーレジ袋デー」、６月と11月を強化月間として、買い物の際に
レジ袋をもらわない「マイバッグ持参」を呼びかけています。

　　皆さんも 自分でできるちょっとしたエコを

ノーレジ袋デーから始めてみませんか

　
参加店舗　ステッカーとのぼり旗が目印です

○生ごみ・紙ごみリサイクル教室  ～グループの年間行事の１つにいかがですか？～
　家庭でできる生ごみの堆肥化や「ボカシ」の作り方、紙ごみのリサイクルについて、市が専門の
講師を無料で派遣しています。　※おおむね20人程度の参加が必要です

○リサイクルアドバイザー派遣  ～事業所の皆さま向け～
 　紙ごみの減量やリサイクルに取り組もうとする事業所に「リサイクルアドバイザー」を無料で派
遣します。アドバイザーが店舗や事務所、工場を訪問し、事業所に合った紙ごみの分別の仕方など助
言や指導を行います。社員研修の講師としてもご利用ください。

問い合わせ･申し込み　津山市環境事業所 〒708-0863 津山市小桁401-15 ☎22-8255
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